
𝑄𝑄 = 𝜎𝜎𝑓𝑓𝜀𝜀 𝑇𝑇𝐻𝐻4 − 𝑇𝑇𝐿𝐿4 = 5.67 × 10−8𝐴𝐴𝑓𝑓𝜀𝜀 𝑇𝑇𝐻𝐻4 − 𝑇𝑇𝐿𝐿4

𝑓𝑓𝜀𝜀 =
1

⁄1 𝜀𝜀1 + ⁄1 𝜀𝜀2 − 1

 この場合，面1と面2のどちらが高温であっても放射係数の値は同値になるので，
𝜀𝜀1 と𝜀𝜀2 には，それぞれ高温面と低温面の放射率を代入する。

 図5.3(b)において面1 （物体1）および面2 （物体2）の絶対温度𝑇𝑇1，𝑇𝑇2 のうち，
高温面の方が𝑇𝑇𝐻𝐻，低温面の方が𝑇𝑇𝐿𝐿 となる。

(b)無限の広がりを持つ平行平面（無限平行面）
ことはじめ 加熱調理・食品加工における伝熱解析

1

𝑇𝑇𝐻𝐻：高温面の絶対温度（K）
𝑇𝑇𝐿𝐿：低温面の絶対温度（K）（𝑇𝑇𝐻𝐻 > 𝑇𝑇𝐿𝐿）
𝐴𝐴1：面1の面積（m2） 𝑇𝑇1：面1の絶対温度（K）  𝜀𝜀1：面1の放射率（-）
𝐴𝐴2：面2の面積（m2） 𝑇𝑇2：面2の絶対温度（K）  𝜀𝜀2：面2の放射率（-）
𝑓𝑓𝜀𝜀：放射係数（交換係数）（-）

𝐴𝐴1 = 𝐴𝐴2 = 𝐴𝐴

p. 71，式(5.10)と(5.11)の訂正

(5.10)

,
(5.11)



𝑄𝑄 = 𝜎𝜎𝑓𝑓𝜀𝜀 𝑇𝑇𝐻𝐻4 − 𝑇𝑇𝐿𝐿4 = 5.67 × 10−8𝐴𝐴1𝑓𝑓𝜀𝜀 𝑇𝑇𝐻𝐻4 − 𝑇𝑇𝐿𝐿4

𝑓𝑓𝜀𝜀 =
1

⁄1 𝜀𝜀1 + ⁄𝐴𝐴1 𝐴𝐴2 ⁄1 𝜀𝜀2 − 1

𝑇𝑇𝐻𝐻：高温面の絶対温度（K）
𝑇𝑇𝐿𝐿：低温面の絶対温度（K）（𝑇𝑇𝐻𝐻 > 𝑇𝑇𝐿𝐿）
𝐴𝐴1：面1の面積（m2） 𝑇𝑇1：面1の絶対温度（K）
𝐴𝐴2：面2の面積（m2） 𝑇𝑇2：面2の絶対温度（K）

𝜀𝜀1：面1の放射率（-） 𝜀𝜀2：面2の放射率（-）
𝑓𝑓𝜀𝜀：放射係数（交換係数）（-）

 𝐴𝐴1 ≪ 𝐴𝐴2の場合には，𝑓𝑓𝜀𝜀 = 𝜀𝜀1 で近似できる。

 図5.3(c)において面1 （物体1）および面2 （物体2）の絶対温度𝑇𝑇1，𝑇𝑇2 のうち，
高温面の方が𝑇𝑇𝐻𝐻，低温面の方が𝑇𝑇𝐿𝐿 となる。

(c)他面によって完全に包囲された面（物体 1 が物体 2 に完全に囲まれた場合）

2

ことはじめ 加熱調理・食品加工における伝熱解析 p. 71，式(5.12)の訂正

(5.12)

(5.13)
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